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髙 木 復 興 大 臣 閣 議 後 記 者 会 見 録  
（ 平 成 2 7年 1 0月 1 6日 （ 金 ） 1 0 : 3 9～ 1 0 : 4 1  於 ） 官 邸 ）  

 

１ ． 発 言 要 旨  

  第 1 4回 目 の 復 興 推 進 会 議 を 開 か せ て い た だ き ま し た 。 こ の 復 興 推

進 会 議 、 内 閣 改 造 後 初 め て と い う こ と に な り ま す 。  

  私 か ら は 、 こ れ ま で の 復 興 へ の 取 組 、 そ れ か ら 、 今 後 の 方 針 に つ

い て 話 を さ せ て い た だ き 、 今 回 は ９ 名 の 大 臣 か ら 発 言 が ご ざ い ま

し た 。  

  内 容 に つ い て 簡 単 に 紹 介 い た し ま す け れ ど も 、 石 井 国 交 大 臣 か ら

は 、 イ ン フ ラ の 復 旧 や 住 宅 再 建 ・ ま ち づ く り 、 林 経 産 大 臣 か ら は 、

廃 炉 ・ 汚 染 水 対 策 、 丸 川 環 境 大 臣 か ら は 、 中 間 貯 蔵 施 設 の 整 備 、

そ し て ま た 、 森 山 農 水 大 臣 か ら は 、 風 評 被 害 対 策 、 塩 崎 厚 労 大 臣

か ら は 、 被 災 者 の 心 身 の ケ ア 、 馳 文 科 大 臣 か ら は 、 被 災 地 の 教 育

研 究 機 関 の 開 設 、 高 市 総 務 大 臣 か ら は 、 自 治 体 職 員 の 派 遣 促 進 、

ま た 、 岩 城 法 務 大 臣 か ら は 、 人 権 相 談 の 充 実 、 遠 藤 国 務 大 臣 か ら

は 、 復 興 五 輪 に 向 け た 取 組 な ど に つ い て 御 発 言 が ご ざ い ま し た 。  

  最 後 に 、 総 理 か ら は 、 「 東 北 の 復 興 な く し て 日 本 の 再 生 は な い 。

そ し て ま た 、 全 員 が 復 興 大 臣 で あ る と の 意 識 を 共 有 し て 、 被 災 地

の 復 興 に 向 け 全 力 を 尽 く す こ と 」 と の 御 指 示 を い た だ き ま し た 。

そ の 御 指 示 を 踏 ま え ま し て 、 私 も 、 司 令 塔 機 能 を 担 う 束 ね 役 と し

て 、 常 に 被 災 地 に 寄 り 添 い 、 し っ か り と 取 り 組 ん で ま い り た い と

い う ふ う に 存 じ ま す 。  

  ま た 、 来 週 月 曜 日 、 総 理 が 、 福 島 県 を 訪 問 さ れ る 予 定 で ご ざ い ま

す の で 、 私 も 同 行 さ せ て い た だ く 予 定 で ご ざ い ま す 。  

  以 上 で ご ざ い ま す 。  

 

２ ． 質 疑 応 答  

（ 事 務 方 ） 発 言 に つ い て ご 質 問 を お 受 け い た し ま す 。  

（ 問 ） 昨 日 の 週 刊 誌 報 道 の 内 容 に つ い て 、 あ れ は 事 実 な ん で し ょ う か 。  

（ 答 ） 今 日 は そ う い っ た 場 所 で は ご ざ い ま せ ん の で 、 お 答 え は 控 え さ

せ て い た だ き ま す 。  

（ 事 務 方 ） す み ま せ ん 、 次 の 予 定 が ご ざ い ま す の で 、 こ れ で 会 見 を 終

了 い た し ま す 。  

（ 大 臣 ） 失 礼 さ せ て い た だ き ま す 。  

（ 問 ） 事 実 か ど う か と い う の だ け 、 こ れ は お 願 い し ま す 。  

（ 事 務 方 ） 失 礼 し ま す 。  

 

（ 以   上 ）  
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